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観測点配置図

観測点配置図

白丸（○）は気象庁、黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点を示す。
（国）：国土地理院、（九）：九州大学、（防）：防災科学技術研究所、（九地）：九州地方整備局
観測点名称の横の図形は観測機器を示す。
■：地震計 □：空振計 ◆：GNSS ▲：傾斜計 ★：監視カメラ
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火山活動経過図
▲ 噴火

火山活動経過図（①・②1989年～ ③・④2006年～ ⑤・⑥・⑦2020年２月～）

・白色の噴気が時々観測されています。2021年は最高で噴気孔上400mまで上がりました。
・普賢岳から平成新山直下の深さ１～２kmを震源とする火山性地震は、2010年以降やや増加しています。
・火山性地震の回数は1日あたり数回程度と少ない状態で経過しています。
・橘湾を震源とする火山性地震は年数回程度の頻度で発生しています。

雲仙岳 平成新山の状況（2022年２月12日）

白色の噴煙が、噴気孔上300mまで上がりました。
（野岳監視カメラによる）

噴気

①噴気の高さ（日最高）

②火山性地震の月別回数

③噴気の高さ（日最高）

⑤噴気の高さ（日最高）

④火山性地震の月別回数

⑥火山性地震の日別回数（山体付近）

⑦火山性地震の日別回数（橘湾）

火山性地震の計測基準
（国見岳北山腹）上下動 2 μm/s以上 S-P 2.5秒以内
※2012/8/31まで （矢岳南西山腹）上下動 5 μm/s
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火山性地震の発生状況（山体付近）

火山性地震の震源分布図（2010年１月～）
※赤丸（●）は2022年１月～、灰丸（●）は2010年１月～2021年12月の地震を示しています。

震源は、普賢岳から平成新山直下の深さ０km付近と深さ１～２kmに分布しました。

震央分布図 時空間分布図（南北断面）

深さ時系列図東西断面図

平成新山普賢岳
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雲仙岳周辺の地震活動

雲仙岳周辺の地震活動（1997年10月～）
赤丸（●）は2021年１月～2021年２月20日、
灰丸（●）は1997年10月～2020年12月の地震を示しています。

・雲仙岳周辺及び雲仙断層群では、定常的な地震活動で経過しています。
・2021年は、橘湾を震源とする地震で、４月15日に雲仙市・南島原市で震度１を、５月14日に雲仙市で
震度１を観測しました。
・2022年１月７日に橘湾を震源とする地震が発生し、長崎市のみで震度１を観測しています。

震央分布図

左図ａ領域の地震活動経過図

▲
ａ

雲仙岳
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①新湯－田代原（基線長 5440m）

GNSS連続観測の基線長変化

GNSS連続観測の基線長変化（2010年10月～）

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められません。

GNSS連続観測点と基線番号

白丸（○）は気象庁、黒丸（●）は国土地理院

①

②新湯－垂木台地（基線長 6817m）

③田代原－垂木台地（基線長5572m）

④愛野（国）－小浜（国）（基線長10380m）

⑤愛野（国）－新湯（基線長11081m）

⑦長崎国見（国）－小浜（国）（基線長 18299m）

⑥愛野（国）－深江（国）（基線長 19211m）

②

③

④

⑤
⑥

垂木台地の樹木伐採

2016年1月1日解析開始

2016年1月1日解析開始

2016年1月1日解析開始

⑦
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雲仙岳の火山活動の状況

火山活動に特段の変化はありません。

2010年頃から普賢岳から平成新山直下の深さ１～２km
を震源とする火山性地震が時々発生しています。

2007年（平成19年）12月１日に発表した噴火予報（噴
火警戒レベル１、活火山であることに留意）以降、予報事
項に変更はありません。



令和３年５月の災対法改正に伴い、市町村が発令する「避難準
備・高齢者等避難開始」が「高齢者等避難」に変更されたことを受
け、噴火警戒レベル４のキーワードが「避難準備」から「高齢者等
避難」に変更となりました。（令和3年12月16日に実施済み）

キーワードの変更に伴う防災対応については従前より変
更はありません。

噴火警戒レベル４のキーワード変更について
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令和3年度雲仙岳火山防災協議会 資料



雲仙岳のリーフレットの修正について

リーフレットは以下の気象庁HPに掲載しております。
https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/PDF/level_504.pdf

修正前

リーフレットの主な変更点
①キーワードを「避難準備」から「高齢者等避難」に変更
② 「要配慮者」を「高齢者等の要配慮者」に変更
③高齢者等の対応、住民の対応の順に防災対応を記載

裏（抜粋）

①

②① ③

表 修正後

①

②

②③

修正後



・噴火警戒レベル４（高齢者等避難）
高齢者等の要配慮者の方々の避難のみではなく、住民の
方々が避難が長期化することを見据えて避難の準備をして
いただくことも重要です。

・噴火警戒レベル３（入山規制）
噴火警戒レベル４における「高齢者等避難」の円滑な実
現のため、高齢者等の要配慮者の方々が避難の準備を行う
ことが重要です。

噴火警戒レベル４及び３での防災対応について
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・噴火警戒レベル → 対象は火山
「警戒が必要な範囲」と「とるべき防災対応」を５段階に区分
して（噴火警報・予報に付加して）発表する指標

・警戒レベル → 対象は土砂災害や水害など
住民が取るべき行動を直感的に理解しやすくなるよう、５段階
の警戒レベルを明記して防災情報を提供

噴火警戒レベルと警戒レベルは異なるものです

「噴火警戒レベル」と「警戒レベル」
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噴火警戒レベル
「警戒が必要な範囲」と「とるべき防災対
応」を５段階 に区分して（噴火警報・予
報に付加して）発表する指標



住民がとるべき行動を直感的に理解
しやすくなるよう、５段階の警戒レ
ベルを明記して防災情報を提供



噴火警戒レベル

噴火警戒レベルと警戒レベルの相違点の例
・噴火警戒レベル５は警戒レベル４に相当 → 避難指示の発令
・噴火警戒レベル４は警戒レベル３に相当 → 高齢者等避難の発令
・火山災害では、緊急安全確保（警戒レベル５）の発令ではなく、基本的には避難指示を発令し、
指定緊急避難場所等への立ち退き避難を促す（噴火時等の具体的で実践的な避難計画策定の手引き（第２版））。


